      ＜R4.11.1 全校朝会：校長　長谷川智＞
ゲーム脳から守る
今日も、元気の良いあいさつを聞かせてくれました。１１月も寒さに負けずにがんばるぞという気持ちが伝わってきましたよ。
さて、１０月には福島潟アドベンチャーがありました。そこでは６年生・５年生の皆さんにとってもお世話になりましたね。それから、２８日には来年１年生になる年長さんの健康診断がありました。そこでは、５年生が大活躍でした。年長さん達のお世話をとってもがんばってくれたんですよ。５年生と６年生に大きな拍手をしましょう。
　さて、今日から１１月です。今日から始まるものがありますよ。さて何でしょう？これです。「ばにす週間」ですね。これは、「ばっちり｣勉強できるかな、｢にっこり｣やさしい気持ちかな、｢すっきり｣けんこうかな？をチェックする１週間のことでしたね。今回は、すっきり健康から１つお話をしたいと思います。みなさん、「ゲーム脳」って知ってますか？
ゲーム機やスマホでゲームやったことある人は？そうだよね、ほとんどの人がやったことあるよね。でもね、心配なことがあります。こんな人はいませんか？夢中になるとあっという間に時間が過ぎてしまったなんて人はいませんか。宿題、お手伝い、片付けなどやるべきことができないでお家の人に叱られていませんか？朝起きられない、授業中眠いなど睡眠不足になっていませんか。うるさいなあとかお家の人に乱暴な言葉を言っている人はいませんか。こんな風に生活が乱れてはいませんか？こういう心配な状態を「ゲーム脳」になってしまったという場合があります。さらに進むと、「ゲーム依存症」という本当の病気になって、入院した人もいます。
　ゲーム脳になると、ゲームの世界と本当の世界の区別がつかなくなったり、ゲームの中での闘いを本当に人にして暴力になってしまったり、夜中になっても止められなくなり朝と昼が逆になったりします。心の健康をみだして、体の健康もみだして、なかなか元の生活に戻れないという人がいます。
　なぜこうなってしまうのでしょか。それは、脳の仕組みが関係しているのです。脳の前の部分は判断したり考えたりする部分です。普通の学習ではそこが活発に働きます。でも、ゲーム中やスマホ中では、その大事な部分が働かないのです。それを長くやっていると、学習中もうまく働かなくなってしまうそうです。
　皆さんは、心当たりがある人がいるのではないでしょうか。ゲーム脳からゲーム依存症になってしまわないようにしなくてはなりません。そのためにはどうすればよいのでしょうか。まずは、お家の人と約束をもう一度確かめてください。１日に何分やったら止めるとか、お家の人のいるところでやるとか、家でのルールを作ってください。そして、何よりも自分で自分をコントロールする事です。自分の心の中には、自分自身を映すカメラがあります。そのカメラに写った自分をちゃんと見てチェックしなければなりません。でも、なかなかうまくいかないんですよね。だから学校で先生に教えてもらったり、お友達と一緒に考えたりして練習するのです。
これから、寒くなります。夕方は暗くなるのが早くなります。ゲーム脳に気を付けて、がんばって学習をしましょうね。

では、最後にじゃんけんです。

